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お
知
ら
せ

５
月
１
日
㈪
か
ら

荒
川
の
洪
水
情
報
の

配
信
を
開
始
し
ま
す

□
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

g
西
大
袋
中
層
住
宅
１
Ｄ
Ｋ…

１
戸

（
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
住
宅
・
単

身
可
）　

f
▽
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方
。
①
受
付
日
の
前
日
か
ら
さ

か
の
ぼ
っ
て
市
内
に
引
き
続
き
１
年

以
上
お
住
ま
い
の
方　

②
同
居
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約

者
等
を
含
む
）
の
あ
る
方
（
単
身
入

居
資
格
の
あ
る
方
は
除
く
）　

③
現

に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
方　

④
入
居
し
よ
う
と
す
る
世

帯
全
員
の
合
計
所
得
が
月
額
１５
万
８

０
０
０
円
以
下
の
方
（
裁
量
世
帯
は

月
額
２１
万
４
０
０
０
円
以
下
）　

⑤

暴
力
団
員
で
な
い
方　

▽
さ
ら
に
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。
①
高

齢
者
（
６０
歳
以
上
）
単
身
世
帯　

②

高
齢
者
（
６０
歳
以
上
）
の
親
族
の
み

か
ら
な
る
世
帯　

③
高
齢
者
夫
婦
世

帯
（
夫
婦
い
ず
れ
か
一
方
が
６０
歳
以

上
）　

e
６
月
２１
日
㈬
ま
で
（
消
印

有
効
）
に
郵
送
で
埼
玉
県
住
宅
供
給

公
社
へ
。
募
集
案
内
は
６
月
１
日
㈭

〜
２１
日
㈬
に
市
役
所
総
合
受
付
、
建

築
住
宅
課
（
本
庁
舎
３
階
）
、
北

部
・
南
部
出
張
所
、
各
地
区
セ
ン
タ

ー
で
配
布　

b
埼
玉
県
住
宅
供
給
公

社
（
〠
330
＝
８
５
１
６
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
仲
町
３
の
１２
の
１０
）
☎
０
４

８
＝
８
２
９
＝
２
８
７
３
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
）

□
平
成
28
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
苦
情
申
し
出
の
処
理
状
況

　

市
で
は
、
越
谷
市
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
に
基
づ
き
、
男
女
共
同
参

画
を
妨
げ
る
事
案
へ
の
苦
情
が
あ
っ

た
場
合
、
苦
情
処
理
委
員
が
適
切
に

処
理
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
苦

情
処
理
委
員
は
、
毎
年
市
長
に
処
理

状
況
を
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
平
成
２８
年
度
の
苦
情

申
し
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

＊
過
去
の
苦
情
申
し
出
の
処
理
状
況

等
は
、
情
報
公
開
セ
ン
タ
ー
（
本

庁
舎
２
階
）
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

b
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課
☎

９
６
３
＝
９
１
１
３

□
９
月
の
日
曜
日
分
野
球
場
貸
し
出

し
（
抽
選
）
希
望
者
の
申
込
み
を

受
け
付
け
ま
す

f
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」
に
登
録
し

て
い
る
越
谷
市
内
の
チ
ー
ム
（
登
録

は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
第
二
庁
舎
４

階
）
へ
）　

e
６
月
１
日
㈭
〜
６
日

㈫
に
、
電
子
申
請
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い　

b
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
４

□
住
宅
用
火
災
警
報
器
、
日
頃
の
チ

ェ
ッ
ク
で
さ
ら
に
安
全
に
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
発
生
し

た
火
災
を
早
期
に
知
ら
せ
る
こ
と

で
、
人
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
有

効
な
機
器
で
す
。
定
期
的
に
点
検
を

実
施
し
ま
し
ょ
う
。

〈
点
検
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
ほ
こ
り
が

付
く
と
、
煙
を
感
知
し
に
く
く
な

り
ま
す
。
油
な
ど
の
汚
れ
が
付
い

た
部
分
は
、
家
庭
用
中
性
洗
剤
を

浸
し
て
、
十
分
に
絞
っ
た
布
で
定

期
的
に
軽
く
拭
き
取
り
ま
し
ょ
う

・
電
池
が
切
れ
た
場
合
、
音
声
で
お

知
ら
せ
す
る
も
の
や
、
短
い
音
が

一
定
間
隔
で
鳴
る
も
の
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
電
池
切
れ
の
場
合
は
、

機
器
本
体
を
交
換
す
る
か
、
新
し

い
電
池
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い

・
設
置
か
ら
１０
年
以
上
経
過
し
て
い

る
場
合
、
内
部
の
電
子
機
器
の
劣

化
が
進
ん
で
い
る
お
そ
れ
が
あ
る

た
め
、
本
体
の
交
換
を
お
勧
め
し

ま
す
。
ま
た
、
機
種
に
よ
っ
て
は

電
池
の
交
換
が
で
き
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
の
で
、
説
明
書
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い

b
消
防
本
部
予
防
課
☎
９
７
４
＝
０

１
０
３

□
越
谷
市
民
プ
ー
ル
の
一
部
施
設
の

利
用
を
休
止
し
ま
す

　

５
月
８
日
㈪
〜
１３
日
㈯
は
特
別
清

掃
の
た
め
、
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
が

で
き
ま
せ
ん
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
は
平
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

b
越
谷
市
民
プ
ー
ル
☎
９
９
２
＝
６

６
０
２

□
文
化
総
合
誌
「
川
の
あ
る
ま
ち
‐

越
谷
文
化
」
第
36
号
作
品
募
集

　

「
川
の
あ
る
ま
ち
」
は
、
皆
さ
ん

の
応
募
作
品
で
作
る
文
化
総
合
誌
で

す
。
第
３６
号
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
地
区
セ
ン
タ
ー
や

生
涯
学
習
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）
等

で
配
布
す
る
募
集
要
項
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

g
随
筆
、
レ
ポ
ー
ト
、
小
説
、
評

論
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
特

集
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
学
生
、
写
真
、
絵

画　

e
▽
一
般…

６
月
１
日
㈭
〜
８

月
３１
日
㈭　

▽
小
・
中
学
生
、
高
校

生…

６
月
１
日
㈭
〜
９
月
８
日
㈮　

b
生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０

７□
「
越
ヶ
谷
御
殿
跡
発
掘
調
査
報
告

書
Ⅰ
」
を
刊
行
し
ま
し
た

 

御
殿
町
一
帯
に
は
、
も
と
会
田
出

羽
屋
敷
が
あ
り
、
慶
長
９
年
（
１
６

０
４
年
）
に
は
、
徳
川
家
康
が
鷹
狩

り
を
し
た
時
の
宿
泊
所
と
し
て
越
ヶ

谷
御
殿
が
設
置
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
御
殿
町
地
内
で
平
成

２８
年
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
民

間
開
発
に
伴
う
発
掘
調
査
を
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
発
掘
調

査
報
告
書
を
刊
行
し
ま
し
た
。
報
告

書
は
、市
立
図
書
館
、北
部
図
書
室
、

南
部
図
書
室
、
中
央
図
書
室
、
各
地

区
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

＊
市
立
図
書
館
、
南
部
図
書
室
、
中

央
図
書
室
で
は
貸
し
出
し
も
行
っ

て
い
ま
す

b
生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
３
１

５□
赤
十
字
救
援
車
が
増
車
さ
れ
ま
し

た

　

３
月
１６
日
㈭
、
日
本
赤
十
字
社
埼

玉
県
支
部
か
ら
赤
十
字
救
援
車
が
新

た
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
赤
十
字
救

援
車
は
、
越
谷
市
（
日
本
赤
十
字
社

越
谷
市
地
区
）
で
火
災
や
自
然
災
害

な
ど
が
発
生
し
た
際
、
被
災
さ
れ
た

方
へ
救
援
物
資
（
布
団
・
日
用
品
セ

ッ
ト
等
）
を
届
け
る
な
ど
の
赤
十
字

活
動
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

b
福
祉
推
進
課
☎
９
６
３
＝
９
３
２

０□
農
家
の
方
へ
農
地
の
賃
借
料
情
報

　

市
内
の
農
地
の
実
勢
賃
借
料
を
公

表
し
ま
す
。
平
成
２８

年
１
月
〜
１２
月
に
締

結
（
公
告
）
さ
れ
た

賃
貸
借
に
お
け
る
賃

借
料
水
準
（
１０
ア
ー

ル
あ
た
り
）
は
、
下

表
の
と
お
り
で
す
。

農
地
の
貸
し
借
り
の

目
安
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

b
農
業
委
員
会
事
務
局
☎
９
６
３
＝

９
２
７
９

□
５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す

　

日
本
赤
十
字
社
は
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
活
動
資
金（
寄
付
金
）に
よ

り
、
災
害
救
助
活
動
や
国
際
救
援
活

動
、
医
療
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
火
災
等
で
被
災
さ
れ
た

方
へ
見
舞
金
や
寝
具
な
ど
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
日
本
赤
十
字
社
の
活
動

資
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

b
福
祉
推
進
課
☎
９
６
３
＝
９
３
２

０□
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送

a
５
月
８
日
㈪
〜
１２
日
㈮
、
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時　

g
放
送
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
「
こ
ち
ら

は
防
災
こ
し
が
や
で
す
。
た
だ
今
か

ら
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
で

試
験
放
送
を
終
わ
り
ま
す
」　

b
危

機
管
理
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
５

□
飼
い
主
が
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢

手
術
費
用
を
補
助
し
ま
す

g
不
妊
手
術
１
匹
に
つ
き
上
限
６
０

０
０
円
、
去
勢
手
術
１
匹
に
つ
き
上

限
４
０
０
０
円
を
補
助　

f
次
の
①

②
に
該
当
す
る
場
合
に
補
助
し
ま

す
。
①
補
助
を
受
け
る
方
が
市
内
在

住
で
あ
る
こ
と　

②
手
術
を
受
け
る

猫
が
、
申
し
込
み
時
点
で
越
谷
市
内

に
生
息
し
、
飼
い
主
が
い
な
い
こ
と

　

e
事
前
に
左
記
へ　

b
生
活
衛
生

課
☎
９
７
３
＝
７
５
３
２

　

市
で
は
、
平
成
２５
年
度
か
ら
緑
の

カ
ー
テ
ン
や
生
垣
・
緑
の
庭
、
屋
敷

林
な
ど
の
優
れ
た
取
り
組
み
を
「
緑

の
オ
ア
シ
ス
」
と
し
て
認
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
、
緑
の
カ
ー
テ
ン

を
普
及
さ
せ
、「
緑
の
オ
ア
シ
ス
」
を

市
内
に
増
や
し
て
い
く
た
め
、「
緑
の

カ
ー
テ
ン
講
習
会
」を
開
催
し
ま
す
。

参
加
者
に
は
、
ゴ
ー
ヤ
の
苗
（
１
人

３
株
）
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

〈
日
時
〉　

５
月
１８
日
㈭
、
①
午
前

１０
時
〜
１１
時
３０
分　

②
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時

〈
会
場
〉　

サ
ン
リ
ッ
ト
越
谷
ビ
ル

３
階
会
議
室（
越
ヶ
谷
２
の
８
の
２１
）

〈
内
容
〉　

専
門
家
に
よ
る
講
義
、

質
疑
応
答
、
ゴ
ー
ヤ
苗
の
配
布

〈
対
象
〉　

自
宅
の
庭
や
ベ
ラ
ン
ダ

で
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
育
て
、
「
緑
の

オ
ア
シ
ス
」
と
し
て
応
募
い
た
だ
け

る
方
（
す
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方

は
対
象
外
）
。
各
回
５０
人

〈
申
込
み
〉　

５
月
９
日
㈫
か
ら
電

話
で
左
記
へ
（
平
日
の
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分
）
。

b
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８

３

　

水
害
の
危
険
性
を
察
知
し
、
自

主
的
な
避
難
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
た
め
、
国
土
交
通
省
荒
川
上
流

河
川
事
務
所
で
は
、
荒
川
で
大
規

模
な
洪
水
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
、
ま
た
は
発
生
し
た
場
合

に
、
市
内
に
い
る
方
の
携
帯
電
話

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
し
て
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
よ
る
洪
水
情

報
を
配
信
し
ま
す
。

①
氾
濫
の
お
そ
れ
が
あ
る
情
報…

荒
川
の
基
準
観
測
所
（
熊
谷
）

の
水
位
が
氾
濫
危
険
水
位
に
到

達
し
た
場
合

②
氾
濫
が
発
生
し
た
情
報…

河
川

の
水
が
堤
防
を
越
え
て
流
れ
出

る
か
、
堤
防
が
壊
れ
た
場
合

〈
配
信
エ
リ
ア
〉
　
越
谷
市
全
域

〈
配
信
対
象
者
〉
　
市
内
に
い
る

携
帯
電
話
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
・
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
（
ワ
イ
モ
バ
イ
ル
含

む
）
）
の
ユ
ー
ザ
ー

b
国
土
交
通
省
荒
川
上
流
河
川
事

務
所
防
災
情
報
課
☎
０
４
９
＝
２

４
６
＝
６
３
８
４
、
危
機
管
理
課

☎
９
６
３
＝
９
２
８
５
、
治
水
課

☎
９
６
３
＝
９
２
０
３

緑
の
カ
ー
テ
ン
講
習
会
参
加
者
募
集

　
　
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
無
料
で
配
布
し
ま
す

油長内蔵でまちづくりの
相談をしてみませんか

〈日時〉　毎日午前１０時～午後５時
　（水曜日および年末年始等は除く）
〈会場〉　油長内蔵（越ヶ谷３の２
の１９の５）
〈内容〉　「まちづくり相談処」と
して、まちづくりの専門家による
建築や町並みの保存、空き家の相
談（要予約）。また、金曜・土
曜・日曜日は、寄り合い処として
「まち蔵カフェ」も開設。詳しく
は、油長内蔵運営協議会のホーム
ページ（http://www.machi-kura 
.com/）をご覧ください。
〈費用〉　相談は無料（カフェは有料）
〈申込み〉　電話で下記へ

B油長内蔵運営協議会
　☎０８０－９５５８－５８２１

越谷市全域

田（水稲）

畑（普通畑）

平均額

5,800 円

11,900 円

最高額

10,000 円

15,000 円

最低額

5,000 円

5,000 円
平成２９年４月１日公表
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